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日本産キスイモ ドキ科概説
八 田 耕 占

概要 この科の種が目本から最初に記録されたの B ohtai に, B oakanus は B tomentosus と
は1874 年で, REITTERが LEWISの滞目中に採集 は分けて扱い, 台湾の1 新種 B formosanusを
した標本のなかから Byturus aJfinis, B atricouis 01:せて記般した. さらに, Xerasiaυariegataを
およびB. ferrugineusの3 種を記載した. その後, 含めて検索表を作成し,  目本産のキスイモドキ科は
LEWIS (1895) はXerasia uariegataを軟1總類の B tomentosus ( i華:l、:) を除き, 2属5種であると
1 種として, 九州の人吉で採集 (1881) した個体に した. ここでは, その結果に基づいて日本産各種の
基づいて記繊した. この種は, 後にCRowsoN (1955) 紹介をする.
によりキスイモドキ科に入れられ, 生態 キスイモドキ科の生態に

久松 (1959) も上翅の独特な色, ついては, ScHoNING (1953) は

幅広い小あごひげ, 前基節高が接 B tomentosus と B. fumatus
しないこと,  などにより,  この科 が Raspberry fruitworms と
に含めることが妥当であると した.
いっぼう , 太田 (1930) は

Terobyturus属を創設し, T.
sh iba aωal, . Jαponicus お
よびT fauaxの3 新種を合め,
さらにByturus oakanusを新
種として記般した.  しかし河野
(1936) は, B oakanus を B
tomentosusのシノニムとした.
一輪・ 中條 (1938) はL]本産キス
イモドキ科の目録を作り,  そのな
かで 田 (1930) の記般した属と
種を従来知られていた属や種と同
じであると判断し, T. shibaka-
ωal, T. Japonicus, 「. /aiiax

、

呼ばれるとし,  その生活を詳しく
述べている. 幼虫は Rubus属の
イチゴのイE托や実の中に樓息し,
成熟すると土中に入って蛹化し,
成虫は更期に花 上に集まることが
知られている.  いっぼう Xerasta
υar iegata については, 久松
(1959) が春遅く見られ, イllを訪
れることはないとしている. 者者
の見た標本でもその記録は5 月,
6 月上句であった.  日本産の幼
虫 と し ては, 福田 (1959) が

a ctfftrtis を, 林 (1986) が B
atr icouis を記載している.  ここ
では参考のため, 後者の図を引用

を a at「iCOZitSの、ンノニムとし,
第 1 図 キスイモドキByturus a ｹni し示しておきたい. (第,2' 3 )

j田が B atr ico111s としたもの 科の特徴 体は長方形. 体 l
を a a ｪnj sのシノニ �に ,

REITTER
淡概色から暗褐色まで多様で, 従

0akanusを B tomentosusのシノニムとして扱 来, 種の区別点として色彩がもちいられたが,  この

った. BARBER (1942) は世界のモノグラフのなかで, 特徴をもちいることはできない. 背面は小さく密に
REITTER (1874) の B ferruginousはLATREILLE 点刻されるが, 深い条刻はなく , 全面に細かい毛が
(1804) に先取されているとし, B o1itaiの新名を 密生している. 触角は11 節よりなり, 先端3 節は
与え, T. shibakau)at, T. Japonicus, T fauax 大きく握棒状で, 基部2 節も太い. 前小転節は鋸出
の3 種を復活させた. 八田 (1970) は日本産の種を する. 前 節の先端外緑に 実起がある. 後基節は

まとめ, T. shibakaulai, T. Japonicus, T fa11a:x; 接近している. ?i節は5-5-5 で, 第2, 3 節は先端
を B at rtcouts に, 太田 (1930) の書いた .a に向い拡がる (第4 図). 小あごひげは幅広い (第
at r i co u i s を B affinisに , B ferruginousを 5図).
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第2 図 動虫全形図 (林, 1986), 第3 図 動111.の頭部1'i
面 (林, 1986), 第4 図 附節 (久松, 1959), 第5図
小あごひげ (久松, 1959), 第6 7図 触角一2-3 : ズ
グロキスイモドキ Byturus atr icoltis REITTER 4 - 5,
7 : ツノブトホタルモドキ Xerasiaυαriegata LEWIS 6 :
キスイモドキ属Byturus.

日本産キスイモ ドキ科の属の検索表
背面は周緑部がやや明るく , 上 には機様がな
い : 雌の前 節は幅広く , 中央で顕者に孤状に
曲している ; 触角はi理 ﾋ状

- - - - Byturus LATREILLE キスイモドキ属
背面は周縁部と同色で,  上 にイ、規則な暗概色
のまだ

ない ;
本特産

_

第79, 80号 (1987 年12 月)

1. Bgturus atricouis REITTERズグロキスイモドキ
Verb. zool.-bot. Ges. Wien, 24 : 526 (l874).
体長4.0-5.5 mm, 体幅1.8-2.2 mm. 体色は
黄褐色~暗褐色と変化に高み, 背面は黄灰色の毛で
おおわれている. 前胸の前角は広く丸まり, 後角も
丸い. 側縁は強く L1:J状になる. 上 は幅の1. 8 倍で,
やや細長く, 体側は比較的平行に近い. liltの前 節

は下面がえぐられ, 中央からゆるやかに曲がり, や
や幅広く , 先方1/3 に小歯をもつ (第13 図). 離の
交尾器はやや細長く, 包片は幅の3.8 倍 (第17 図).
分布: 本州, 四国, jL州, 対ffJ, 屋久島, 奄美大
島. 岐阜県以南では普通種と思われる.

2.  Bgturus oakanus OHTA エ、JIキスイモドキ
Ins. Mats., 4 : 101 (1930).
体長4.3-4.7 mm, 体幅1.8-2.0 mm. 体色は

[l書1,B色で, 肢, 触角, 口器は褐色. 背面は灰ill ~灰
自色の毛でおおわれている. 前胸は中央のすぐ後で
もっとも幅広く, 側縁は前方へ丸みをおびて強く狭
まり, 後方へは珊く狭まって, 基部でわずかに波Ill」
する. 後角は直角に近く, 先端は鈍く丸い. 背面は
ゆるやかに隆まり, 側縁部は広く G,平 (第9  図 )
上翅は幅の1.7 倍で前胸よりわずかに広い. 雄の前
aqi節は比較的細く, 弱く孤状となり, 下方の来端1/3
に小歯をもつ (第14 図). 雄の交尾器は細く, 包片
は幅の4 倍で長い (第18 図).
分布: 北海道. 7 月上・ 中句に見られる.

「ll虫ニュース

ら機様がある ; 雄の前 節はあまり事m広く
触角はなめらかな亜混 状. 1 属1 種で目

XerasiαLEWIS ツノブトホタルモドキ属

日本産キスイモ ドキ属の種の検索表
前的の後角は広く丸くなっている (第8 図) -
- B at rtcouis REITTER ズグロキスイモドキ
前胸の後角は角ばるか, 狭く丸くなっている

(第9-11 図)
離の前量X節はややまっすぐで,  強く  下方に曲が
らず, 下面の先端部1/3 に小蘭がある(第14 図);
一角 ( l:題基部外角) は前胸よりわずかに広い
(第9 図)
- - -・・  a oahanus OHTA I ソキスイモドキ
離の前 節は 'しく広がり, 中央で孤状に弯曲
し, 強く下方に曲がり, 下面の先端部1/4 に歯が
ある (第15, 16 図)

3.   体はt I広く,  体側は弧状;  体色は 概色~暗概
色で, 背面は一灰色の iでおおわれている ; 目は
大きく, 実出している ; 頭と前胸は徴細に点刻さ
れる ; 1「i角は明らかに前胸より幅広い (第11 図)

- - - - - - B. clJ6inis REITTERキスイモドキ
3 体はより幅狭く , 体側は比較的に平行 ; 体色は
赤概色で, 背面は白い iでおおわれている ; 目は
ゆるやかに実出する; 頭と前胸は, より組く点刻さ
れる ; 41角は前 よりもわずかに広い (第10図).

- - - - . a ohtai BARBERオオタキスイモドキ

3.  Bllturus affinis REITTER キスイモドキ
Verh. zool.-bot. Ges. Wien, 24 : 525 (1874).
体長5.0-5.5 mm, 体幅2.0-2.2 mm. 体色は
觀色~.黒概色まで変化に高み, 肢, 触角, 口器は
概色. 体表面はf ｩ灰色の毛でおおわれている.  前胸
の幅は長さの約1.6 估で, 中央より少し後でもっと
も幅広く, 側 は弧状で前方へ通度に狭まり, 前角
は丸い. 後方へはよりゆるやかに狭まって, 基部で
わずかに波曲し, 後角は鈍角で先端は丸い (第 l l
図).  上題は幅の1.6 信. 前胸よりも明らかに幅広
く, 属角は丸みをおび, 体側は弧状. 雄の前理ｮ節は
前方に拡がり, 基部近くで強く曲がり, 非常に幅広
く, 先方1/4 に小 をもつ (第16 図). 離の交尾器
は短かく, 幅広く , 包片は中L[,の2.6 倍 (第20図).
分布: 本州, 四国, 九州, 対, ・  北海道を除き全
国に分布し, 普通にみられる.

4.  Bgturus ohtai BARBER オオタキスイモドキ
Misc.  Publ.  U.S. Dept.  Agric.,  (468) :  11
( l942) .
体長4.0-5.0 mm, 体幅1.8-2.0 mm. 体色は
一様に赤概色で, 白い毛でおおわれている. 前 の

側緑は孤状で, 前角は広く丸まり, 後角は鈍く, 丸
い . 背面はゆるやかに凸隆し, 基部の両すみで少し
波うつ (第10図). 上翅の側縁は平行に近く, 高角
は丸く , 幅は前胸よりもわずかに広い. 離の前 節

は著しく広く, 中央で,-i状になって,  ト方へ強く曲
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がり, 下面の来端1/4 に小歯をもつ (第15 図). 雄
の交尾器は長く幅広いが, 包片の長さは幅の3 倍で,
やや短かい (第19 図).
分布 : 本州, 四国, 九州, 対馬. 比較的少ない.

5.  Xerasia oar iegata LEWIS ツノプトホタルモ
ドキ

Ann.  Mag.  nat.  Hist.,  (6)  l6:  120, pl 6,
fig.12 (1895) .
体長4.8-5.5 mm, 体幅2.0-2.2 mm. 全体は
赤概色~淡褐色で光沢があり, 淡黄色~灰白色の徴

No 79, 80 (December l987)

毛におおわれ, 暗色部では1]音色毛をそなえる. 上趣
には徴毛からなる暗色のまだら模様がある. ロ肢は
暗色. 眼はやや小さく , 多少組雑な個眼からなって
いる. 触角の第1 ・2 節は太く, 第2 節は第1 節よ
り小さく, 第3 節は第2 節より長いが, 細い (第7
図 ). 前 の幅は上 とほぼ同じか, やや狭く, 側
縁は強く l::1状で, 前角は広く丸く, 後角は鈍角で丸
い (第 12 図 ). 前胸はややイ、規則に密に点刻され,
上翅はやや組く , 横しわ状に点刻される. 雄の前
節は細長く, 拡がらず, 先方1/4 に小歯をもつ. 雄

第7- l2 図 前油背板と上題潤l- .-8 : ズグロキスイモドキ Byturus atricoihs REITTER, 9 : エソ キスイモ ドキ

Oakanus OHTA.10 : オオタキスイモドキ B 01ttai BARBER,11 : キスイモドキ B a f iniS REITTER, 12 : ツノ

プトホタルモドキ Xerasia var iegata LEWIS.

第 l3-16 図 雄前H ] .節の上側  (左)  と下側

第 l7-21 図 雄交尾器 13,  17 : Byturus
atricouis REITTER. 14, 18 : B. oakanus
OHTA. 15, l9 : B ohta i BARBER. 16,
20 : B aainis REITTER 21 : Xerasia
variegata LEWIS.
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の交尾器は大きく , 幅広く , 包片も大きく幅広い
(第21 図).
分布 : 本州, 四国, 九州. 産地は局地的で個体数
も少なく, 比較的標高の高い山地に分布している.
四国では700 m以上の標高地でしか採集されてい
ない.

終りにあたり, 本稿をまとめるについてご指導下
さ り, 標本のご援助を陽わった久松定成氏をはじめ
愛媛大学let学部足虫学研究室の皆様方, 名古屋女子
大学の佐藤正孝氏に心から厚くお礼中しあげる.
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0群馬県 積温泉のナガゴミムシ類
1986 年6 月7, 8 両目に, 辞馬県確水那の務積温
泉 においてl l l ' l!炎語会の採集懇親会が催された.  そ
の折に11者が採集した歩行 のうちからナガゴミム
シ類5 種を報告しておく .

19t「!-,Il lにおける111地性のナカゴミムシ類について
は, 須田 (1985) による分布調査の結果が公f l」され
ている ' . その分イfl図には務積温泉附近の調flも印
されているが, 生息個体群の特徴やデータの一部が
省略されているので, 小 は補是資料ともなるであ
ろ う .
1. ニツコウオオズナガコ' ミムシ Pterost ichus
(subg. ?) macrogenys BATES

4 1 , 7. vi ; 4J' 7 , 8. vi.
ほかにもかなり採集され, 個体数は比較的に多い.
体長はいずれも 15-17 mm 前後.
2. ハラ トケナガゴ ミムシ Pter ost ic1tus (Ep i-
niatoe) sp icul ifer BATES

17 3 ? , 7. vi ; 16 2 , 8. v i.
本種は1 亜種が知られているが, 務積温泉の個体
辞は, それらのいずれとも相違し, かなり特異なも
のである. 地理的には基亜 lの分イf l域とも考えられ,
前的背板の前角がよく実出し, 基部「tut陥の外側が l◆
反して,  ほぼ滑沢な点では基,IE種に似ているが, 前
胸背板がきわめて幅広い. 基 が前縁より明らかに
0?広く, 一見,  シンシュウナガゴミムシ P.  (E )
cr istatotdes STRANE0 によく似ている.  また, 上
基緑の両側は ' に向って斜めに強く l 曲̂する.  雄
の腹板 節の実起は, 基亜種のそれとは明らかに異

なり, 長野県八ケfiiに産する subsp yatsuensts
STRANE0 に似ているが, 体形はこれともまったく
異なる. かなり顕者な特徴をもつ個体群なので, そ

の分布域が特定できれば, 新亜種と して区別すべき
ものと考える.
3. ミヤマナガゴミムシ Pterostichus (Nia1oe)
rhan is TSCHITSCHERINE

5 , 7. vi ; to , 8. v i .
4. カタシナナガゴミムシ Pterostic1ius (Nia1oe)
katashinensis HABU

1 1 , 7. vi ; 2 2 , 8. v i .

上記2 種も亜種が知られているが, 務積温泉の個
体辞は, 形態的特徴から基亜種に属するものと考え
る.
5. ミズギワナガゴミムシ Pterostichus (Nia1oe)
αsymmetr icus BATES

42 6 , 7. vi ; 多数, 8. vi.
本種は群. �ｧ各地の l l l間部に多いことが知られて
いるが, 務積温泉でも渓畔林やガレ場の石下に多く,
数頭から 10数頭の集団も見られた. ほとんどが雄
であったが, 秋になると性比が逆転する. 本 も地
域変異に高み, 群馬県では須田・ 内111 (1987) が日
光・ 足尾ll l地において垂直分布内にみられる変異を
詳細に調査し, 興味深い結果を報告している **. 務
積温泉の個体群は体長15-17 mm前後. 複眼の後
方はふくらみ, 離の渡板来節の実起は強く斜め, 先
端はかなりとがっている. 陰基の先端片は, あまり
広くないが明らかにヘラ型である.
' 須田 'i' , 1985. 解馬県の甲虫類. 辞.ll、i県動物'ﾆ1 :30

387. 911.91県. 9fu i県高等学校教育研究会生物部会.
' ' 須田 字 ・ 内山裕司, 1987. [l 光・ 是尾山地における
ミズキ'ヮナガゴ ミムシの変異について. インセクト, 38:
16 -21.

(T-葉県船橋市, 笠原須磨生)
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中国遼寧省営口県のハンミョウ相

李 景科・澤田博史

営口県は, 中国東北地方, 遼東半島の基部西側に
位置し, 東部は山地, 中央部は畑作地, 西部が稲作
地となっている. この報文は, 李が観察採集したも
のを澤田が同定した. 澤田は送付された各種 l -2 個
体を検し, それ以外の採集品は李が保管している.
1. CLcindeLa (s. str ) gemmata FALDERMANN,
1835

1頭, 営口県建一路公lLI, 24. vi ii. 1981 ; 1頭
(写真1), 営口県a」二, 12. v. 1984 ; 1頭, 盖県臥
竜泉地陽村, 19. x. 1986.
以 t:.は基亜種であって, 山地路上や山頂に産する
ので,  日本産 種とは生息環境が異なると思われる.
2. Cic indela (s. str ) transbaicalica hami-
fasciata KoLBE, l886

2頭, 営口県黄土嶺, 24. viii. 1983 ; 1頭, 同,
13. x. 1985; 1頭, 同, 19. x. 1985;2頭, 同,
7. i x. 1986.

l l l地河原の砂地に産する. 束アジアに広く分布す
る亜種であって, 上題 紋が連結すること以外は目
本産亜種によく似ている.  これらと比較して基亜種
やモンゴルのssp magnlfica W. HORN, 1905 は,
色彩, 斑紋がかなり異なる.
3. Cephatota ( 「aenidia) chi1oleuca (FISCHER,
1820)

5頭 (写真2), 営口県柳村塩田, 30. vii i987.
本産地で李は, 50 m2 において18 fifiの個体を観
察している. 東欧南部から中央アジアをへて中国北
部まで分イllする.
4. Cyiindera (s. str )obliquefasciata (ADAMS,
1817)

3頭 (写真3), 営口県大石橋, 5. vii i981.
トルケスタンからシベリァ, 中国北部~東北部に

、

分布する種である.
5. Cyiindera (s. str ) gracilis (PALLAs,1777)

2頭, 営口県黄土嶺, 3. v i i i 983.
澤田に送付された 1 は, ab angusta ta

FISCHERであるが, 李の手許の1 頭は上翅燈色紋
を有する原型である.
6. Cylindera (Eugrapha) elisae (MOTsCHuL-
sKY, 1859)

2頭, 営口県大石橋, 10. vi. 1981.
平地の畑に産する. 李はl983 年大石橋において,
燈火飛来数を観察, 6 月に61 頭, 7 月に171 頭を確
認した (採集はしていない).
7. Lophyridia littoralis peipingensis
(MANDL, 1934)

1頭 (写真4), 営口県大石橋, 4. v i i i. 1984 ; 7
頭, 営口県柳村塩田, 30. vi i i984.
平地の畑に産する. 柳村塩田では, 調査面積100

m2 中に67 頭の個体を観察している. 本亜種の基
準産地として北京, 天津, 吉林省, 中国があげられ
ている. 黒色で光沢がなく , 基亜種に似ているが,
より強tl:である. 本種と L. lunu.1ata (FABRIcIus,
1781) とは混同されてきたが, CAssoLA (1973)
により両者は別種とされた. 不勉強な澤田は, 両種
の関係について直接 Dr. CAssoLA に問い合わせ
た. それによると, lunulataは1ittoralisに比べ
一般に大型, 光沢のある黒色で, 肢と体下面は青み
を帯びた黒色, 上翅の彫刻はより組く, 中帯紋はっ
ねに現われ太い点で異なり, 」ヒァフリカのみに分布
し, 通例内陸の塩湖 (Chotts と呼ばれる) に産し,
海岸にも見られる. それに対し, lit toralisの基'IE
種は,  アフリカ北西部の海岸および,  スペイン,  ポ
ルトガル.  フランスの大西洋沿岸に産する,  という
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ことである.  後者はユーラシア大陸に広く分布し,
いくつかの亜種に分けられている.
現在までの記録は以上であるが,  この広大な地区
を,  李一人で調査しているので,  今後なおいくつか
の追加種があると思われる.
末尾ながら,  lunulata と 1it toral isについてご
教示いただいた Dr. Fabio CAssoLAおよび,  文
献でたいへんお世語になった方がた,  大原昌宏氏,
中根猛彦l専士, 堀道離博士に厚くお礼中し上げる.

参  考  文  献
CAssol.A , F., 1973. E tudes sur les Cicindelides. V I :

Con t ribu tion a la connaissance des C ici n de les du
Maroc. Buu. Soc. Sci nat . phys. Maroc, 53 : 253-268.

HORN. W.. 1926. Carabidae. Cicindelinae. In JUNK. W..
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Be h. Ber lin-Dahtem, 5 : 45 71, Taf 62-70.

MANDL, K., 1934. Cicindela lunutata F. unci ihre Rassen.
Arb mo ph. Ent . Ber lin-Dahlem, l : 124-129, 239-246.

MANDL, K ., 1981. Bearbeitung einer Cicindeliden
Sammlung a u s Lli nde r n dos Ferner Os tens unci
Beschreibung einer nuen Ca1osoma Rasse. Ko1. Rdsch.,
55 : 19 -43.

RlvALIER, E., 1950. Demembrement du genre Cicindela
L. (Travail preiminairelimite a la faune palearctique).
Rev f. Ent., 17 : 217 244.
(李,  遼寧営[ I県農技推広センター ; 浮田,   青森県

言- 森市)

0再びマメガムシの奇習について
本誌75/76 号 (1987年3 月) において, 私は体
を慶返して水面の要側を歩くマメガムシの奇習につ
いて報告した.  しかし,  このことについては, 古く
1922 年に故高橋良一博L-がすでに報告しておられ
ることを大野正男教授よりご教,J、を受けた. 高橋博
tは 「タマガムシの習性及体の脊を下に向ける水樓
i i虫」 (1922, 動 :雑‘整 34 : 77-79) と云う題で,
としてタマガムシ類 Amphiopsの同様な習性に
ついて記し, 同時に 「小形のガムシ類及ドロムシ類
は倒となり張力あるノkの表面の下面の上を歩むこと
がある。 タマガムシに就いては既に記した。 又了,は
ゲンゴロウCybister sp. の成虫の一匹が水面で体
のa更面を上に向けて泳ぐのを見たことがある (1919
年 11 月 3 口, 東 ,i、、にて観察す)。」 と述べておられ
る. 小形のガムシ類には当然マメガムシも含まれて
いると考えるのが妥、'iであるから, 博士はこの時す
でにマメガムシについてもこの要返しに歩く習性を
観察しておられたと考えてよいであろう. 博士はさ
らに要返しになって水面下を歩む習性の起源につい
て, 「ガムシ及多くの水法半 類は水中では体の腹
面に空気を保つ。 空気は水よりはなはだ軽いから之
等 虫の体は水中ではその渡面が l になろうとする
傾向があるのは明である。 殊に体の厚い111 ' tlに於い
て然りである。体の厚いッヤミッムシは体の腹面を
上に向けることの多いのはこの理山に因るのであろ
う。従ってマツモムシおよびタマガムシの如く体の
厚いi i虫は倒となり軽い腹面を 1_に向けている方が
i,:定であろう。 また外に新しい空気を得るためには
体の 面を上に向けていた方が都合がよいであろう。
通の姿勢で泳ぐタガメが水面で倒となるのはこの
理に因る所大であろう。 かくの如く体の下面に空気
を保つ水接民虫は倒とならんとする傾向を有するの
である。 マツモムシおよびタマガムシ等の倒となっ
て泳く習性はかくの如くにして生じたのであろう。」
と述べておられる. 今から65 年も以前にすでに小
形のガムシ類やドロムシ類が水面の 側を要返しに
なって歩むことを観察され, その理[t1について正確
で的確な判断を ト [された高橋良一博士の慧眼に感服

せざるを得ない.
最後になったが, 高橋博士の報文の存在をご教,
頂いた大野正男教授に深くお礼を中し上げたい.

( 東,、都tu- 田谷区, 黑沢良彦)
0タマムシ3 種の記録
国立科学博物館所蔵のタマムシ科コレクショ ンの
中にあった目本産の3 種を, 分布資料として記録し
ておきたい. 発表を快諾された, ・沢良彦博士,  なら
びに愛知l事のタマムシ科についてご教示下さった穂
積俊文博上に厚くお礼中し上げる.
1. ツ メ アカ ナガ ヒラ タ タ マムシ Melanophi la
obscutata LEWIS, 1893

l f , 愛知県南設楽郡風来町大野, 4. v. 1969,
須賀邦耀採集. 本州, 九州より記録があるが少ない
種類で長野, 福島両県でまとまって得 られた例があ
るにすぎない. 本州では,  ほかに広島県から記録さ
れている.
2. ホ ソ ツ ツ タ マムシ Paracylindromorphus
Japanensis (E. SAUNDERs, 1873)

1頭, 神奈川県大和市中央林間, 14. v. 1942,
長谷川f二採集. 近隣都県では東京, T-集, 埼 I iより
記録されている.
3. クロエグリタマムシ Aphanisticus congener
E. SAUNDERs, 1873

1頭, 東京都世田谷区二子11川, 20. v. 1948,
渡慶次稔採集. 既に黒沢博士の日本産タマムシ科概
説 (15), f「1虫ニュース, Nos 31/32, 1975 に産地
が記録されているが,  さらに詳しいデータを示した.

( 神奈川県横浜市, 秋山黄洋)

◇報 告◇
かねてお知らせの通り, さる 12 月13 日に上野国立
科学博物館にて例会を開催し, 九州大学の森本 桂
助教授が 「「「1虫からみた生物地理」 と題して, 講演
されました. 終」「後, 恒例の忘年会では文献オーク
ションがおこなわれ, 想親の席に賑いを添えました.
思いがけぬ雪の一日となりましたが, 速路もいとわ
ず来. された森本氏ならびに会員各位に謝意を表し,
ご健勝を祈る次第です. (世語人)
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日本産歩行虫ノート I V : チャイロコ ミズギワゴミムシについて

笠 原 須磨 生

チャイロコ ミ ズキ' ワゴミムシ Tachys luteus
ANDREwEs は,  シンガポール原産で, ハワイ,  タ
ヒチ, サイパンなどの太平洋各島のほか台湾にも分
布する.  日本では近年, 東京都大田区の大井理立地
(笠原, 1984) と神奈川県川崎市の観見川 (田尾,
1984) からあい次いで記録された.
東京湾の沿岸では, 潮流や船舶による渡来と推測
される外国種の昆虫が発見されることがあり, 本種
もその一例ではないかと思われていた. しかし,
者はその後, 近畿 (三重県),
四国 (高知県), IL州 (長
崎県) で採集された標本を
調べることができ, 局地的
な偶産ではなく ,  目本各地
に広く生息している種であ
ることが判明した. 形態的
に特徴の明らかな であり

ながら,  これまでに知られ
ることがなかったのは, 個
体数が少ないためであろう.
国外における記録も多くは
ない. そこで,  ここに改め
て図,J、紹介して, 知見の加
えられることを期待したい.
なお, 本種の同定について
は, 地域変異その他に起因
する若T一の間題があり,  こ
れについては稿来で述べる.
はじめに, 文献のご教,J、
を頂いた森本 t t,  上野俊
- 両博士ならびに森田誠司
氏, 標本のご援助にあずか
った馬場金太郎博士, 伊東
善之, 今坂正一, 斉藤,日弘,
田尾美野留, 田中淑番, 生
川展行, 新里達也, 西村正
賢の諸氏に心からお礼中し
上げる.
チャイロコミズギヮゴミ

く , 光沢がある. 明福色で頭部と前胸背板は, やや
濃色; 口肢, 触角, 肢は淡黄褐色.
頭部は適度に中高で, 頭頂部は光沢がある ; 複眼
は, やや扁平; 複眼上の後方刺毛は, 複眼後緑から
少し離れて生ずる ; 前頭薄は幅広く , 後方へ開き,
後端部に斜めのしわがある ; 前頭港の外側前方から
前頭界線の両側にかけて凹む; 徴細印刻は明らかで,
ほぼ等径状 ; 触角は先太り, 第2, 3節はほとんど
等長か, わずかに第2 節が長い.

チャィロコ ミズキ' ヮゴミムシ Tacttys luteus ANDREWES
東京都大田区大 JI・ 坤fit産.

ムシ Tachlls tuteus ANDREwEs
ANDREwEs, 1925, pp 387, 390 (Singapore) ;

CsIKI , 1928, p. 186 ; ANDREwEs, 1930, p 333 ;
ZIMMERMAN, 1953, p 4** ; JEDLI-CKA, l965, pp.
176, 177 ; DARLINGTON, 1970, pp.13, 17-18, fig.
2, C ; NAKANE, 1979, p 54 ; 中根, 1983, p 22 ;
笠原, 1984, pp 63, 66, 図1 ; 田尾,1984, p 6.
体長 2.4-2.7 mm. 体幅 1 mm前後.  体は平た

前胸背板は横位, 適度に
中高で光沢がある. 前胸幅/
頭幅は約1.3 ; 幅/長は1.
4-1. 5 ; 前方1/3 で最も幅
広い ; 側縁は最広部から丸
みをおびて前方へ強く狭ま
り, 後方へは, やや直線的
に狭まる ; 後角は, ほぼ直
角で, わずかに外側へそり,
先端はとがり, 明らかな縦
隆起をともなう ; 基縁は前
縁より幅広い; 基部横満は
深く , 滑らか,  もしくは弱
く点刻され, 中央条で一分
される.
上翅は長卵形, やや平た
く , 光沢がある . 上翅幅/
前胸幅は1.45-1.50; 長/
幅は1.5-1.57 ; 高は丸く ,
側緑の緑取りは, ll:iから斜
め内側へ延び, 第4 条の基
部附近に達する ; 基部孔点
の周囲は圧下される ; 条線
は点刻され, 第1-6 条まで
認められ, 外側のものほど
浅く , 第6 条は痕跡的, 第
1 条のほかは前後が消失す
る ; 第8条は, 後半の第5
側縁孔点ら深く , 中央部で
は消失するが, 痕跡的に認

められる個体もある ; 題端溝は深く, ' 曲̂して前端
部がやや拡がり, 溝の外側は隆起する ; 第3 間室の
2孔点は, 基部1/3, 2/3 にあり, 第3条に接する ;
徴細印刻は横長で,  きわめて徴弱; 前胸腹板に満は
ない; 後胸腹板の実起部 (中基節間) は細く縁取ら
れ, 後方に横満はない.
検視標本: 1頭, 東京都大田区大井坤頭, 23. v.

1982, 割原須磨生採集 ; 1 頭, 東京都大田区多l事川

KAsAHARA, S. Notes on Japanese ground beetles, IV : On Tachys tuteus ANDREWES
ハワイ.ii ri1学会第555 同例会におけるZIMMERMANの談語記録.
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六郷橋緑地, 17. ix. 1982, 新里達也・ 西村正賢採
集 (上記2 例は, 笠原, 1984 に記録済み) ;1 頭,
神奈川県川崎市観見川, 25. 111. 1979, 田尾美野
留採集; 1 頭, 山梨県道志村月夜野, 17. viii. 1986,
田中淑番採集;1 頭, 三重県鈴鹿市山本町, 17. vil.
1986, 生川展行採集;6 頭, 高知県須崎市浦ノ内横
浪こどもの森, 13. iv. 1985, 伊東善之採集; 1 頭,
長崎県島原市新山, 3. vii i977, 今坂正一採集 ;
6頭, Koyo Spa,  Hualien Hsien, Taiwan,
4. ix. 1986, 馬場金太郎採集; 2 頭, Pishan Spa,
Taithung Hsien, Taiwan, 3. ix. 1986, 馬場
金太郎採集 ; 2頭, Tsaitieku, n e a r L iukui,
Kaohsiung Hsien, Taiwan, 2. v. 1986, 馬場金
太郞採集.
分布: 日本 (本州, 四国, 九州), 台湾,  シンガ
ポール, ハワイ, タヒチ, サイパン.
備考: 本種は, 下唇基節に限状孔がなく, 上翅の
孔点は2, 翅端溝が中央にあり, 爪は単純, などの
点で広義の亜属 Tachyuraに属する. ANDREwEs
(1925), JEDLIcKA (1965),  DARLINGTON (1970)
らは, いずれも亜属をもちいず, それぞれ,
exaratus group, expansico11is group, politus
(incl exαratus†) groupに含める扱いをしてい
る. JEDLlcKAのグルー ビングは, 下唇基節の眼状
孔を重視せず,  アトオビコミズギワゴミムシ T
recuroicouis ANDREwEs も一緒に含められてい
て奇異な感 じを与えるが , ANDREwEs  と
DARLINGTONは1u,teusがヒラタコミズギワゴミ
ムシ T exaratus BATES に近いことを不、し, 実際

に, 色彩など外観上の相違にもかかわらず, 両者は
上翅の条線, 側緑の形態などのほかにも共通点が認
められ, 案外よく似ている.
また, JEDLI-cKA (1965) は, ANDREWESが同定
した台湾 (Kosempo) 産の本種に言及し, 触角の
色彩を除き, 記載によく合致すると述べている.
者は, 馬場金太郎博士のご好意により, 多数の台湾
産本種の標本を検することができた. いずれも,  日
本産同様に, 原産地や太平洋各島のもの (体長2.4
mm) より大型 (2.7mm前後) であるが,  日本
産との大差は認められなかった.

NAKANE (1979) は, 東京都小笠原の母島から記
載したムニンコミズギワゴミムシ T. (Tachyura)
boninensis NAKANEが, T. lu teusの local race
かもしれないと述べ, 後者との相連点として, 大型
(3 mm) であること, 触角第2 節が第3 節より少
し長いこと, 上翅の側緑が無毛で, 肩部から第4 条
の基部まで延びていること , を挙げている.
ANDREwEs (1925) による e:x:aratu,s group の検
索表では, luteusも exaratus も上翅側縁に毛が
生じていることになるが, DARLINGTON (1970)
は “elytral margins not setulose” と記し,
JEDLIcKA (1965) の “expansicouis Gruppe”の
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上翅側緑は“unbehaart” で両者とも ANDREwES
の記述とくい違っている.  筆者のこれまでの所見で
も,  luteu.sも exaratu.s同様に上翅側縁は無毛な
ので, ANDREwEs の記述に手連いがあるのではな
いかと思ったが, 念のため解像力の良い顕徴鏡で改
めて調べてみた.  その結果,  高倍率 (x60~80) で
検鏡すると,  luteusとexaratusの上翅の肩部附
近に,  きわめて徴小な毛がまばらに認められる個体
のあることがわかった. ANDREwEs がみた 1uteus
の基準標本 (1 頭のみ) や exaratusは,  この徴細
毛がやや顕者な個体だったのではなかろうか.  しか
し, 両種とも通常は無毛とみた方が実体に近い. ま
た,  上翅側縁の内側への延長点は, ANDREwEs
(1925) では第5 条の基部から少し離れているとあ
り,  DARLINGTON (1970) の図では第4 条まで達
している. 第4, 5 条とも基部が消失しているので,
見方によっては,  どちらともとれるが, 第4 条附近
まで延びている個体が多いようである.  なお,  ハワ
イ産の標本は,  DARLINGTONが大英博物館へ送り,
E.B. BRITToNにより基準標本と比較同定されて
いる. 以上のことなどから, NAKANE (1979) が示
唆しているようにbonirtensisは1u,teusの地方型
かもしれないが,  日本と台湾産のZuteusにしても
大型である点は異なるので,  更に地域変異の実態が
明らかになれば,  なんらかの分類学的処置が必要と
なるかもしれない.
最後に,  本種のこれまでの記録をみると,  島l興や
沿海部に多く, 灯火に飛来した例が目だっ.  しかし,
内陸の山間部でも得られているので,  本来は沿海的
に拡散したものが, 灯火の增加につれて誘引され,
一次的に内陸部へ侵入していったものと考えられる.
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0長野 北西部からルリバネチビオオキノ コを記録
ル リ バネ チ ビオオ キ ノ コ Tr ipiax: fuku,dai

(CHuJo) は青森県を中心とした東北地方から知ら
れ, 中部地方からの記録はみあたらないようである
が,  トー記の通り, 長野県北西部より採集したので記
録しておく .

2頭, 長野県小谷村雨飾I l l, 7. vi i i984, 者
採集同定保存.  どのようなキノコで得たのかは記憶
にない. (福井県坂井町, 斉藤昌弘)
0大台ケ原でフタホシセマルキスイを採集
フタホシセマルキスイ Stomodea Japonica

SAsAJIは, 福岡県, 宮崎県で得られた個体をもと
に1985 年に記繊された種であるが, その後記録は
ないようである. 者は本種を下記のとおり得るこ
とができたので報告する.

1頭, 奈良県吉野郡上_1ヒ111村大台ヶ原, 7. vi l.
1985, 者採集保管.
来 ながら同定の労を真易わった佐々 治寛之先生に,
感,謝の意を表する. ( 三重県鈴鹿市, 生川展行)
0日本産ゲンゴロウ類分布資料 (2)
断片的であるが, 新潟県妙高高原, 長野県八ケ岳
西1速, Ill梨県増富鉱泉付近で得たゲンゴロウ科中虫
を記録する.  これらのうち, 妙高高原のオオヒメケ'
ンゴロウは分布的に特 すべきものと思われる. な
お, 妙高高原のクロズマメケ ンゴロウを除けば, す
べて夜間の採集例である.

1.   新潟県妙高高原町笹ヶ峰付近, 1986 年9 月20
日 (クロズマメゲンゴロウを除く )
1) カノシマチビゲンゴロウ 0reodytes kanoi

(KAMIYA) 6 頭.
杉野沢橋の少し上流の路上 (廃道) に生じた浅い
水1留りから, 次の2 種ならびにオオヒメケ' ンゴロウ
とともに得た. 当夜は降雨による影響で渓流の增水
がいちじるしく , 渓流部分からはゲンゴロウ類を 1
も見い出せなかった. 本種は従来, 長野県下のみ
から知られていたが, 最近になって福島県や北海適
各地からも記録されるにいたった.
2)   モンキマメゲンゴロウ Platambus pictipennis

(SHARP) 2 頭.
3) マメゲンゴロウ AgabusJaponicus SHARP

6 頭.
4) クロズマメゲンゴロウ A . conspicuusSHARP

1 頭, 9 月 21 日.
薄陽のさす日中, ニグロ川に沿う林道脇に生じた
小さな水溜りから得た. 水中から生えているカヤッ
リグサ科の1 種の茎の水面近くにいて, ちょうど飛
翔したところを日撃した.
5) オオヒ メ ゲンゴロウ Rhantus erraticus

SHARP 1 頭.
北海道と本州北東部に分布するが, 従来の確実な
記録は茨城県までで, 今同の記録が西限となる. な
お,  この個体は体長13.4 mm, 体が平たい点でヒ
メゲンゴロウとは一見して区別できる.

2. 長野県 訪郡原村・ 富士見町境立場川, 1987
年9月 14 日.
1) チャ イ ロシマチ ビゲン ゴロウ P otamo nec tes
anchoral is (SHARP) 5頭.
立場大橋付近のよどみから次の2 種とともに得た.
中部地方における採集例はひじょうに少ないらしい.
2) キベリマメゲンゴロウ Platambus fimbr iatus

(SHARP) 3 頭.
3) モンキマメゲンゴロウ 30頭.
4) クロマメゲンゴロウAgabus optatus SHARP

1 頭.
立場大橋の上流, 直線距離にして約3.6 kmの
地点の水溜りから次種に混じて得 られた.
5) マメ ゲンゴロウ 6頭.
6 ) ヒ メ ゲ ン ゴ ロ ウ Rhantu,s putυerosu,s

(STEPHENS) 2 頭.
3.   l I 1梨県..1ヒE序.郡須玉町增富鉱泉奥の本谷川,

1986 年9 月22 日.
1) チャイロシマチビゲンゴロウ 2頭.
2)   モンキマメゲンゴロウ 19頭.
3) サワダマメケ' ンゴロウ P lata mbus sau1a da i

(KAMIYA) 2頭.
4) コク ロマメゲンゴロウ Agabus insoli tus

SHARP 7頭.
すべて渓流脇の水溜りから得た.  ライトを照らす
と歩くように逃げるか, 砂中に潜るだけで, 泳いで
いる個体は l 頭も見なかった.
5) コ シマゲン ゴロウ Hydaticus grammtcus

(GERMAR) 1 頭.
来尾ながら,  ご教,]、 いただいた佐藤正孝教授, 妙
高高原と增富鉱泉奥の調査に同行した秋l Il 秀雄氏,
八ケ111西麓での採集に協力いただいた伊藤正宏・ 新
井一政両氏にお礼を中しあげる.

( 神奈川県立t専物館, 高桑正敏)
0フクハラツヤゴモクムシ山梨県の記録
表題種Tric1lottchnus fukuharai HABUは,
大形で特徴も比較的顕者な種であるが記録は少なく,
群馬県戸倉 (基産地), 沼田 ; 東京都高尾Ill, tti田
谷区T一歳船橋; 富山県字奈月などから知られている.
者は, l Il梨県上野原の丘l装地で水銀灯に飛来した
本種を得ているので報告しておく.

l f , 山梨県北都留郡上野原, 7. x. 1987.
(T-葉県船橋市, 笠原須磨生)
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0奈良公園のオオキノ コムシ2 種の記録
者は採集例が少ないと思われるキオビチビオオ

キノコムシとタイショウオオキノコムシを奈良市の
奈良公園で採集しているので記録しておく.  また2
種の食 については殆んど知られていないが, キノ
コ類の研究家として者名な今関六也先生に, 同時に
採取した2 種のキノコを同定していただいたので併
せて報告しておきたい.

1. キオビチビオオキノコムシ Spondotriplax
ftauofasciataCHuJ0 8頭, 7. x. 1987.
本種は採集記録の大変少ない種のようで, 本州に
おける確実な記録はFauna Japonica に掲げられ
た新潟県付上市だけのようである. 食 についても

同誌ではイ、明となっているが, 者の採取したキノ

コを同定された今関先生によればヒラタケPleurotus
ostreatus (FR ) KuMMERとのことである.

2. タイシ ョ ウオオキノ コムシ Ep iscapha
morauJitzi (SOLSKY) (写真)

21頭, 7. ix. 1982; 35頭, 7. x. 1987.
本種も採集例が少なく , 本州では和歌lll, 京都,
広島等の府県から分布が報告されているだけで,  ほ
かに2~3 の個所からも採集記録が見られるようだ
が真のタイショウオオキノコムシかどうか疑間視さ
れている.

上記個体は2 例とも, ナラ材と思われる直径60
~70cmの倒本の表面にびっしりと生えたァラゲ
カワラタケCortolus hirsutu.s (FR) QUELの奥
深く, あるいはナラ材の割れ日や, 窪みに潜んでい
たものを採集した.
文来であるが, お忙しい中キノコの同定を場わっ
た今関六也先生, 上記種の分布記録をご教示いただ
いた鈴鹿市の生川展行氏,  さらに標本撮影をお願い
した酒 香氏に厚くお礼を中し上げる.

(東京都世田谷区, 沢田和宏 )

第79, 80号 (1987 年12 月)

0タマムシ3 種の分布
私の手許にあるタマムシ類の標本の中に, 記録す
る必要があると恩えるものが若干あるので以下に記
録しておく .
1. ァオ マダラ タ マム シ Nipponobuprest is
amabilis SNELLEN VAN VOLLENHOVEN, 1864

l f, 字都宮市峰, 29. v. 1940, 小島圭三採集.
関東地方では, 東京都渋谷区代々 本'), T-葉県館

111市2), 茨域県水戸市3) などから記録されているが,
字都宮市のような内陸地方からの記録はない. しか
も, 字都宮市は總度では水戸市よりも多少北にある
ので, 現在のところ, 本種の最北分布地と云えるで
あろう.
房総半島で確認された本種の加害植物は, モチノ
キ l ie:x: integra THuNBERG とクロガネモチ 1.
roturtda THUNBERGで共にモチノキ属 I lexの値
物であるが, 水戸市ではッゲBuxus Japonicus
MuELL-ARG. に加害するという.  ツゲはッゲ科に
属し, モチノキ科ではなく,  しかも一般に岩場に自
生し, 水戸市付近や字都宮市周辺に自生地はない.
水戸市では階楽園, 字都宮市では字都宮高等農林学
校 (現在の字都宮大学) の構内, 東京都代々 本では
明治神宮境内4) で発見されており, 共に人工の庭園
内で採集されているので, 植裁されている植物に付
着して人為的に分布を拡げたものであろうと推察さ
れる.  しかし, 房総半島の産地にはこの様な気配は
なく, 恐らくは自然分布であろう. ただ気になるの
は, 水戸市の「ツゲ」 と.z?う記録で,  ツゲ科はモチ
ノキ科の近くに位置するとは.z?え科まで異なる植物
である.  これは恐らく, 同じモチノキ科のモチノキ
属に属するイヌッゲlie:x: crenata THUNBERGの
誤認ではなかろうかという疑問が台頭して来る. 水
戸市の記録者は当時の中学生で専門家に同定しても
らった形跡はない. 一般にッゲもィヌツケ' も共にッ
ゲと総称しているので,  これをそのまま みにし

て, ただ 「ツゲ」 と記録したのではなかろうか.  イ
ヌッゲであったら, モチノキやクロガネモチと同属
のモチノキ科の植物であるので, 房総半島の自然状
態の加害植物とも結びつくし, 庭園や生垣にいくら
でも植裁されている. また野外でも東北地方にまで
広く分布している.  この点, 水戸市での再確認がほ
しい所であるが, その後水戸市では本種はまったく
採集されていないとのことである.
2. アオタマムシEurythyreatenuistrtata LEWIS,
1892

1 F,  神奈川県丹沢111 ,3.  viii .1964,  小島圭三
採集.
前種と同様に小島圭三博七の採集品である. 丹沢
山では上翅一枚を拾った旨, 高桑正敏氏によって記
録されているが5)6), 完全な標本の記録はこれが最
初であろう. 関東地方では, 関束Ill地,  日光Ill地,
阿武隈山地など周辺の111地に広く分布しているので,
丹沢Ill地に産してもイ、恩議ではない.  また原産地は
熱海と秩父, それに日光である

0 _
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3. ァラメホソッッタマムシParacy iindromorphus
r ichter i THERY, l936

2 , 東京都西多序 原村神戸, 12. vi. 1974,
小林裕和採集.

2 頭共にギシギシの葉上にいたというが, 恐らく
これは食草ではないであろう.  この仲間の基本的な
加害値物はススキなどの単子葉植物である.
本種はァムー ル地方から記録された種類であるが,
日本ではll 1梨県甘利llJが産地として記録され7) ただ
けで. その後の記録がない.

n注 1) 平111修次郎, 1933. 原色千種民虫図語, pl 66,
fig 7.
。, i 2) 小笠原英明, 1967. 千集lf;!高宕111周辺のタマムシ.

11!rt!と口然, 2 (10) : 33 ; 中付方樹, 1980. 千集県におけ
るァオマダラタマムシの記録. 月刊むし, (115) : 36 ; 服
部' j :存 ; 小林f,,之, 1984. アオマダラタマムシの千集県に
おける冬期採集記録. [fl!lt.ニュース, (64) : 8.

t3)  竹内寧彦, 1938. 水i-'で採れる珍甲虫. .i i虫界,
6 : 709 ; 観町 -%ll, 1938. 水戸付近の特殊甲虫類に就い
て, 虫のtit界, 11 : 197-198; ll置正義, 1939. アオマダ
ラタマムシに就いて. ill虫界, 7 : 57-62 ; 種村 , 1942.
ァオマダラタマムシの101111に就いて. t i 't1界, 10 : 164-
166.

l l:4)  原色千極 虫図i落では図,J、標本の産地は東京代々
本となっているが, 実際は明治神宮境内である旨を故平Ill
修次 x「 ,氏よ l)  直接間いた

'' i 5) 高桑正敏, 1981. 神J、;川l「l産タマムシ科ll録. 神
4、川fa ll虫調査報 ':fill : 400.

n,t6)  高築氏の【1[i録の他に, 大是柄市大雄ll lで上越1 枚
( 平野 : 彦氏採集) と西月沢切通01一でtfJ本中より前 部

(高築正敏氏採集) と力' 発見されているが共に記録はされ
ていないヒ・高桑氏より同った.

l: 7)  .?ti沢1,i彦, 1975. l l 本産タマムシ科概説 (15).
「l l虫ニュース, (31/32) : 1-4.

( 東 ,都世田谷区, 黒沢良彦)
0鹿児島県冲永良部島の力ミキリムシ2 種
1987 年7 月17~21 日に鹿児島県沖永良部島を訪
れた際,  興味深いと思われる次の2 種のカミキリム
シを採集したので記録しておく.
1. ッヤケシヒゲナガコバネカ ミキリ

Mo1orchoepania mlzoguchii (HAYAsHI)
l f ,  大111,  17. vil.  1987. 沖永良部島初記録種.

2. オキナワフトカミキリ Peblephaeus okina-
ulanus (HAYASHI)

1 , 越Il l ,  19. vi l.  1987 ; 1 1 ｽ,  越 l ll ,20
v i l. 1987.
伊藤敏仁 (1986)' によりシイの枯れ枝から羽化
脱出した lc,?1 F  が同島初記録として報告されたが
野外での採集例はまだなかったものと思われる.  ク
ヮガタムシやハナムグリ類の採集のため,  タブの相「
をすくっていたところ落ちてきたもので, 個体数は
少なくなさそうである. 7 月中句ではすでに発生来
期のようで, 3 頭のうち2 頭までが破損や上翅の徴
毛のすれが目だっ個体であった.
* 伊藤敏f二 (1986) 月刊むし (179) : 42.

(東口.都台東区, 藤田 宏)

No 79, 80 (December 1987)

0逆説?アカモンオオモモプトシデムシの幼虫
P oRTEvIN (1922, Misc. Ent., 26, pp 4-6) が
記載したァカモンオオモモブトシデムシ Diamesus
oscuians (VIGoRs) の幼虫をみて, おもしろいこ
とに気付いてしまったので書き留めておきたい. 図
1 は報文中に不、された幼虫なるものの全形で, 図2
はll者がBorneoで採集したDuliticolaparadoxa
MJoBERGの難である. PoRTEvINは同時に, 体長
を示す線, 1 腹節の腹面図, 肢, 爪を図示している
が, 体長を除き, それらはD. paradoxaにほと
んど一致してしまう. 記載文にも, 頭部を欠く, 節
の基部には2-4-2 - - と小実起のあること等が書か
れている.  また, 尾実起が描かれていない./ すな

わち, PoRTEvINが記載したのはシデムシ科なら
ず,  いわゆるPerty's larvaであり, サンヨウベ
ニポタルの1 種 (色彩の記述等から判断すれば
paradoxaではないようであ る) と思われる.

管 1
サンヨウベニポタルの雄捕整作戦がMJoBERG に
よってくり広げられたのは1919- '24 年 (発表は1925
年) というから (阪口, 1981, 図説世界の民虫, 2,
pp 78-81 による),  PoRTEvINがそれらの事tliを
知らなかったのかも知れないが, HATCH (1928)
によるガタログや ARNETT (1950, Proc ent. SOC.
Wash., 52, pp 65-66) にもァカモンオオモモブト
シデムシ幼虫の記載がなされている言の引用がある
ので, paradoxaに触発されて逆説ならぬ通説を
ここに披 した次第である.

( 神奈川県座間市, 西川正明)

◇連 絡◇
先般, 会費の納入状況を会 各位にご通知いたし
ましたが,  ご送金は奥付に記しました郵使振替にて
お願い中し上げます. (会計世語人)
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0へリテンエンマムシ東京都の採集例
へリ テ ンエンマムシ Margar inotus margzne-

punctatus (LEWIS) のわが国における分布は北海
道と四国が知られていたが, 最近月刊むし198 号
(1987) に山梨県の採集例が報告され本州から初め
て記録された. 者は本種を東京都稲城市で採集し
ているので報告しておきたい.

1頭, 東京都稲城市坂浜, 2. v. 1987.
丘陵地の雑木林の中に捨てられていた野菜クズの
下から採集したが, 1 頭しか採集出来ず, lfi度一週
間後に同地および周辺地域で調査を試みたが追加す
ることが出来なかった.

者の経験では, 野菜クズに集来するェンマムシ
類は各種共一度に多数を得ることが普通であったの
で上記の結果はイ、思議に思われた. 成虫発生の終来
期に当っていたものが偶然得られたと考えるのが要
当と思えるが, 今後更に調べて改めて報告したい.
最後ではあるが撮影の労をとられた酒井 香氏に
心からお礼申し上げる.

(東京都世田谷区, 沢田和宏)
0クロアリツカエンマムシをクロクサアリの果から
採集
クロアリ ッ'カェンマムシ Hetaerius optatus

LEWISは, 1884 年に北海道石狩川付近で得られた
1 頭を基に記載された種である. G. LEWISが札幌
に滞在したのは, 草間 (1971) の紹介によれば1880
年8 月5 日から16 日までであり, その間に本種が

昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫針

00, 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6号, 有頭 W針も
出来ました。その他, 採集, 製作器具一切豊富
に取り揃えております。
〒 150  東京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6
振 替 東京 (3) 21129
電 話 (03) 409 - 6401 (ムシは一番)
F A X (03) 409 - 6160

(カタログ暗呈)   (株) 志賀昆虫普及社

第79, 80号 (1987 年 l2 月)

採集されたと思われる. しかし, LEWIS(1884) の記
載を読むと,  どうも本人が採集したのではないよう
に見受けられるし, 少なくともァリの果から直接採
集した訳ではないようである.  その様な推察はとも
かく, 本種は久松 (1985) によれば, 北海道, 本州, 四
国に分布するが, 公表された採集記録はきわめて少
ないものと思われる.  その原因は宿 i蟻が判明しな
かったからにほかならない. 者は表題の通り, 本
種をクロクサアリ Lasius fuiiginosus (LATREIL-
LE) の巣の表面から採集したので報告する.

1  , 新潟県西浦原郡弥彦Il l  (標高約30 0 mm
点), 12. vi i i. 1987, 者採集.
クロクサアリの果から採集されるェンマムシは,
平野 (1984) が最初0nthophilu,ssp. として報告
したシナノセスジェンマムシ 0nthophilus siLυae
LEWISが知られるが,  この種は発見できなかった.
Cal ifornia での調査を報告した MACKAY (1983)
によれば, 同地では3 種のHetaeriusと 2 種の
0nthophilusが, Pogonomyrmex属の3 種のァ
リの果から採集されるというが,  それらが収種蟻と
いう以外 Lasius属との関係は 者にはイ、明であ

る.  なお, 弥彦Illの本種を発見した果には多数の本
種の幼虫と思われるものが生息していたが,  アリは
それらに無関心であった.
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(神奈川県座間市, 西川正明)

◇原稿募集◇ 79 / 80号をお届けできま したので
41~80号の総目次の発行を予定しています. また,
引続き81 号以降の発行に鋭意努める所存ですので
会員諸賢のご投稿とご支援を願い上げます.

甲虫談話会
会費 (ーケ1.)3000円,  次号は1988 年4 月下旬

発行予定
投和1〆切は 2 月末日

発行人 上1'f俊一
発行所 甲11!談語会 東l ,都-,:束区上野公国
国立科学時物館動物研究部内
電n (364) 2311, 振fill束京 0-60664
印刷所 創文印刷工業株式会社
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タツミの昆虫採集器具
ト'イッ型標本純 木製大 ￥ 5 000, 相合板製

インロー型標本納中￥1,700, 送料一縮にっき都
内及第一地帶 : 3 個以下￥1,300,  4 個以上￥850
(以下同様), 第2 地帶￥1,500, ￥950, 第3 地帶
￥l,700, ￥1,050, :11:他, 各種器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 ( ￥60)

タ ツ ミ   製 作 所
〒 113  東京都文京区湯島 2-21 -25

電 話 (03)811-4547, 振替6-113479


